
ごあいさつ
　平素より株式会社かんぽ生命保険をご愛顧、お引き立ていただき、誠にあ
りがとうございます。
　私は、平成24年6月22日、株式会社かんぽ生命保険の社長として就任いた
しました。当社の経営理念である「最も身近で、最も信頼される保険会社」を目
指し、お客さまの利便性の向上や地域の活性化に貢献してまいる所存です。
　ここに平成23年度決算に基づきます
ディスクロージャー誌を発行し、当社の
業績や取組みについて、ご紹介させてい
ただきます。
　本誌を通じて、当社に対するご理解を
一層深めていただきますとともに、引き
続き当社をご支援いただきますようお
願い申し上げます。

平成24年7月
取締役兼代表執行役社長

※ 本誌は保険業法第111条に基づいて作成したディスクロージャー資料です。
※  当社は、平成19年10月1日に開業していますので、平成19年度は、平成19年10月1日から平成20年3月31日までの半年間の業績
を掲載しています。
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6,741名（平成24年3月31日現在） 
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5,000億円

日本郵政株式会社 100％
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本社（東京都千代田区）
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「最も身近で、最も
信頼される保険会社 」の
実現を目指して

　昨年発生した東日本大震災から1年余が経過しまし
たが、当社ではこの災害による被害の状況等について
正確な情報の収集・把握を日々行い、被災地での支援
策などについて迅速な実施に努めてまいりました。
　今後も、日本郵政グループ各社と連携し、引き続き、
被災地の支援等に注力するとともに、生命保険会社の
責務として、確実な保険金のお支払いに全力で取り組
んでまいります。

平成23年度の総括

　さて、平成23年度を振り返りますと、わが国経済は、
新興国を中心とする堅調な外需等を背景に緩やかな回

復基調が続いておりますが、欧州ソブリン問題の長期
化等に伴う世界経済の低迷や円高の影響等により、依
然として先行き不透明な状況が継続しています。長期
金利については、日本銀行の一段の金融緩和政策の実
施を受け、超低水準で推移しております。
　生命保険業界では、少子高齢化や単身世帯化が一段
と進展したことに伴い、死亡保障商品から、がん、医療、
介護等を保障対象とした生存保障商品へのお客さま
ニーズのシフトが一段と進んでおります。また、退職金
等シニア層の余裕資金の受け皿として「一時払い終身
保険」が注目されるなど、大きな構造変化が続いてお
り、この変化に対応した商品開発やサービスの改善が
進み、会社間の競争は厳しさを増しております。
　このような経営環境のなか、当社は、営業面では、個
人保険の新契約が件数及び保険金額ともに前年度を
上回り、民営化以降で最高となるなど、新契約実績の緩
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やかな回復傾向を維持しております。これは郵便局株
式会社との連携による営業推進態勢が整備されてきた
結果と考えております。
　また資産運用面では、不安定なヨーロッパ経済の影
響もあり低金利及び円高・株安基調が続いていますが、
引き続き保険負債と親和性の高い円金利資産を基本と
する運用を行うことにより、安定的に収益を確保するこ
とができました。
　この結果、経常利益は5,313億円、当期純利益は
677億円と前年度（経常利益4,222億円、当期純利益
772億円）に比べ経常利益は増加しましたが、当期純利
益は法人税率の改定の影響等により減少となりました。
また、ソルベンシー・マージン比率は1,336.1％、実質
純資産は8兆836億円となるなど、引き続き強固な財
務基盤を確保しております。
　平成23年度は、東日本大震災や世界経済の減速によ

り国内経済が低迷するなど、引き続き厳しい外部環境
下にあったことを考慮に入れますと、全体としては概ね
良好な成果をあげることができたと考えております。こ
れもひとえに皆さまのご支援の賜物と深く感謝申し上

げます。

平成24年度の最重要課題

　平成24年度は、引き続き東日本大震災で被災された
お客さまへの保険金等のお支払いなどに適切に対応す
るとともに、①お客さまサービスの更なる向上、②郵便
局との営業・業務運営の一体化、③企業価値の持続的
向上への取組み、④働き甲斐のある、「いい会社」作り
への取組み強化、の「4つの柱」を経営上の最重要課題
と位置づけ、取組みを進めてまいります。
　このうち特に、お客さまサービスの更なる向上に向
けた取組みにつきましては、正確で迅速かつお客さま
にとって使いやすいサービスの提供を目指し、全ての
事務運営の基盤となる事務・システム改革を推進いた
します。これらの改革の一環として、代表執行役会長・社
長を共同本部長とする業務改革推進本部を設置し、業
務部門とシステム部門の役割・責任の明確化などによ
るシステム開発管理態勢の強化、保険金等支払管理態
勢の強化、これら業務に関する監査能力の向上による
内部監査態勢の強化などに取り組んでまいります。特
に、保険金等の支払管理におきましては、システム化及
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株式会社かんぽ生命保険
取締役兼代表執行役会長

株式会社かんぽ生命保険
取締役兼代表執行役社長山下  泉 石井 雅実

Profile　（昭和23年2月1日生、東京都出身）
昭和46年 6月　　東京大学経済学部卒業
昭和46年 7月　　日本銀行入行
平成10年 4月　　同行金融市場局長
平成14年 3月　　アクセンチュア株式会社
　　　　　　　　金融サービス業本部金融営業本部長
平成15年 4月　　日本郵政公社理事
平成16年 4月　　同社理事兼専務執行役員
平成17年 4月　　同社理事兼総裁代理執行役員
平成18年 2月　　同社理事兼総裁代理執行役員金融総本部長
平成18年 9月　　日本郵政株式会社顧問
平成18年 9月　　当社取締役兼代表執行役社長
平成21年 1月　　日本郵政株式会社執行役副社長
平成24年 6月　　当社取締役兼代表執行役会長（現任）

Profile　（昭和27年9月4日生、東京都出身）
昭和51年 3月　　東京大学経済学部卒業
昭和51年 4月　　安田火災海上保険株式会社
　　　　　　　　（現株式会社損害保険ジャパン）入社
平成17年 4月　　同社執行役員企画開発部長兼団体組織開発部長
平成17年 7月　　同社執行役員
平成18年 3月　　同社執行役員企業営業企画部長
平成19年 4月　　同社常務執行役員企業営業企画部長
平成19年 6月　　同社取締役常務執行役員
平成22年 6月　　同社取締役常務執行役員関西第一本部長
平成22年 6月　　同社代表取締役専務執行役員関西第一本部長
平成23年 4月　　同社代表取締役副社長執行役員関西第一本部長
平成24年 6月　　同社代表取締役副社長執行役員
平成24年 6月　　当社取締役兼代表執行役社長（現任）

び人的査定態勢強化による査定品質の向上並びに事
務の標準化を図るために、次期支払業務システム導入
に向けて取り組んでまいります。また、平成23年10月
から当社のシステム子会社となりました、かんぽシステ
ムソリューションズ株式会社と協業し、システム人材の
確保・育成、内製化を推進しつつ、開発品質・生産性の一
層の向上を図ります。
　お客さまからの信頼の基盤となる内部管理態勢につ
きましては、不祥事件の再発防止に向けて、引き続き業
務改善計画を着実に実施するほか、社員への教育等を
通して、適正募集や顧客情報管理の徹底に努めてまい
ります。
　また、お客さまの利便性の向上と防犯上の観点から、
保険金等の局外支払いは、金融機関口座への振込みと
させていただくことを原則とするなど、キャッシュレス
化を推進いたします。

最後に

　当社は、大正5年に創設された簡易生命保険の「簡易
な手続きで、国民の基礎的生活手段を保障する。」とい
う社会的使命を受け継ぎつつ、かんぽ生命の経営理念
「お客さまとともに未来を見つめて、『最も身近で、最も
信頼される保険会社』」の実現を目指して社員一丸と
なって取り組んでまいる所存です。また、今後もコンプ
ライアンスの徹底を図るとともに、CSRの面でも、引き
続き、日本放送協会（NHK）様及びNPO法人全国ラジ
オ体操連盟様と協力して、ラジオ体操の普及・促進に努
め、皆さまの健康づくりを応援してまいります。
　ご案内のとおり、平成24年4月27日に「郵政民営化
法等の一部を改正する等の法律」が成立いたしました。
当社といたしましても、日本郵政グループの一員とし
て、適切に対応してまいります。
　今後とも、ご支援・ご愛顧のほど、よろしくお願い申し
上げます。
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